
鮮

二
十

一
徹

終

一紙

七
二

七
二

世

界

職

後

の

地

名

考

(

九
)瀧

ノ

洩

1

ア
ン
(A
in
)｡

兼
沸
蘭
酉
の
服
｡

ロ
ー
ン
(R
h
8
n
e
)

河
と
ソ
ー
ン
(S
aa
n
e)

河
の
聞
は
あ
-
.'
克
北
は
瑞
酉

の
グ
オ
(

Va
u
d
)及
び

ゼ

エ
ー
ゲ
ァ
(G
en
ev
a)
の
二
州
は

堕
し
て
ゐ

る

O

二
､
二
由
入
平

方
哩
の
面
積
を
有
し
ァ

ン
河

が横
断
し
て
ゐ
る
｡
主
要
産
物
と
し
て
セ
イ
セ
ル

へS
e
yssel)
ァ
ス
フ
ァ
ル
ト
が
造
ら
れ
る
原

料と
L
t･'有

畑
淡
石
衣
を
産
出
す
る
｡

主
要
都
督

は
ブ
ル
グ
(B
o
u
t

Tg
)
及
び
ベ
ル

レ
(B
elley
)
で
あ
少
､

前
者
は
堀
の
主

府
で
あ
る
｡
聯
名
ア
ン
は
ロ
ー
ン
河
の
支
流
ア
ン
河
よ

-
附
け
ら
れ
滋
も
の
で
あ
る
｡
人
口
三
十

一
薗
七
千
飴

エ
イ
ン
ワ
リ
(A
巾n
t
ree)
｡

英
蘭
タ
ブ
ァ
プ
ー
ル
(Li
l

v
erp
ool)
の
郊
外

に
あ
ゎ
､

倫
歎
中
商
銀
遭
(L
.
声

S.

R
ly
.)
約
線
に
あ
わ
O
ま
ね
-
-
ゾ

｡
リ
ブ
ァ
ブ
ー
ル
運

河
(L
ee°s
and
L
iv
e

rpo
o

t
C
anal)
の
河
畔
に
あ
る
｡

運
河
を
横
切
っ
て
静
電
場
が
設
け
ら
れ
､
rJ
の
競
馬
場

に
於
で
は
グ
ラ
ン
ド
｡
ナ
‥ン
ヨ
ナ
ル

｡
ス
テ
ー
プ
ル

チ
ェ

ー
ス
(G
ra
n
d
N
a
tion
a
t
S
teep
tech
a
se
)と
栴
せ
ら

れ

る
競
馬
が
行
は
れ
る
の
で
有
名
で
あ
る
｡
乙
の
競
馬
は

胆
は
略
し
て
グ
ラ
ン
ド
｡ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
79
稀
せ
ら
れ
'

郊
外
に
出
で
相
野
等
を
横

断
し

て
行
は
れ
る
ク
p
-で

カ
ン
ツ
リ
｡
レ
ー
ス
で
あ
る
｡

lt
八
三
九
年
に
創
始
さ

れ
'
毎
年

-
ゲ
ァ
プ
ー
ル
春
季
運
動
競
技
骨

(Liverpoot

S
p
Tin
g
A
qeeting
)
の
金
曜
田
は
催

さ
れ
る
?

按
馬
の

コ
ー
ス
の
延
長
八
五
六
ヤ
ー
ド
で
あ
-
､
三
十

個
所
の

ジ

ャ
ン
プ
が
あ
る
｡

水
を
跳
び
超
え
る
ク
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン

プ
は
十
五
択
の
庶
さ
が
あ
-
､
他
は
二
つ
の
難
障
審
物

が
あ
る
｡
そ
れ
は
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
ス
ー･
ブ
ル
ー
ク
(V
a
･

le
n
tin
e
's
B
ro
ok
)と
揮
す
る
小
川
と
べ
ッ
チ
ャ
ス
･
ブ



ル
ー
ク
(B
ech
e
r
.s
B
roo
k
)と
栴
す
る
小
川
で
あ
る
｡

競
馬
が
ク
ロ
ス
カ
ソ
ツ
-
｡
レ
ー
ス
で
あ
ら
､
両
か
も
障

害
物
競
辞
で
あ
る
と
聞
-
吐
け
で
も
勇
壮
を
戚
が
あ
る

ア
イ
ル
(A
ir)
｡
又
は
ア
ス
ベ
ン
(A
sb
e
n
)
と
宿
す
｡

ア
ブ
-
カ
の
価
額
サ
パー
一フ
の
オ
エ
シ

ス
で
あ
-
､
サ
ル

タ
ン
の
領
地
で
あ
る
｡
山
岳
地
昔
で
あ
わ
気
候
は
温
和

で
あ
る
｡
低
地
部
は
地
味
肥
沃
で
あ
-
､
菟
郁
子
を
多

く
産
し
藍
と
旋
弗
と
を
産
す
｡
住
民
は
主
と
し
て
ツ
ア

レ
グ

(Tu
areg
)
族
で
あ
み
'
首
府
は
ア
ガ
デ
ス
(A
g
a
･

d
es)
と

云払
､

ア
ス
''(
ン
(A
sh
en
)
町
は
北
及
中
央
ア

プ
リ
切
に
封
す
る
キ
ラ
.バ
ン
の
中
心
地
で
あ
る
｡

エ
ア
つ
り
(A
ird
ri
e)
｡

蘇
格
蘭
ラ
ナ
-
ク
シ
ァ
(L
a-

n
a
rk
sh
ire
)
の
閃
市
部
骨

｡
グ
ラ
ス
ゴ
か
ら
十

1
哩
衆

に
あ
-1
O

L
.芦

S
.戴
遭

･
L
.N
.E
.
地
道
の
耐
蝕
濫

沿
線
に
あ
わ
P
モ
ン
ク
ラ
ン
ド
運
河
(M
o
nk
lan
d
C
a･

nal
)が
附
近
ほ
あ
る
｡
産
業
と
し

ては
石
泉
採
掘

｡
基

地
及
び
鼻
輪
製
造
･機
械
製
造
｡綿
業
絹
布
業
及
び
製
紙

が
あ
る
｡
主
婁
建
物
は
市
骨
議
事
堂
｡専
門
撃
枚
｡機
械

研
究
所
及
び
図
番
舘
で
あ
る
｡
乙
の
図
番
館
は

一
八
五

世
鼎
職
級

の
地
名
考

六
年
は
創
設
さ
れ
､
現
今
の
建
物
は

一
八
九
四
年
に
建

築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
､
蘇
格
蘭
に
於
で
敢
初
の
無

料
公
開
の
図
番
舘
で
あ
る
と
の
袴
を
も
っ
て
ゐ
る
｡

エ
ア
(A
ire
)
｡

英
蘭

ヨ
ー
ク
シ
ャ
(Y
ork
sh
ir
e
)

の

河
｡
ペ
ン
ナ
イ
ン
へP
en
n
ine)
山
脈
に
教
推
し
∵
竜
ル

ハ
ム
･
タ
ル
ン
(胃
al
h
am
T
arn)
と
栴
す
る
峡
谷
に
流

れ
込
み
短
距
離
の
間

地
下
に

勝
流
し
モ
ル
ハ
ム
相
の
北

北
軍
び
覗
は
れ
､
を
れ
7
6-
先
づ
南
収
流
れ
､
次
に
東
南

心
碑
じ
グ
ー
ル
(G
o且e

)
の
上
手
に
於
で
ク
ー
ズ

(O
u
･

se
)
河
に
合
す
｡
-
1

ヅ

(
Le
e
d
s
)
の
上
手
は
於
で
エ
ア

デ
ー
ル
(A
ired
al
e
)
の
低

地

を
賞

流
し
ス
キ
プ
ト
ン

(S
k
ip
ton
)
の
酉
は
於
で
エ
ア
･ギ
ャ
ッ
プ
(A
ir
G

ap)と

稀
す
る
山
峡
を
作
少
､
ペ
ン
ナ
イ
ン
山
脈
を
通
っ
て
-

ッ
ブ
ル
デ
ー
ル
(R
ib
b
led
ale
)
に
至
る
通
路
せ
在
っ
て

ゐ
る
｡

エ
ア
及
び
コ
ル

グ
航
行

(A
ire
a
n
d

C
atder

N
avi.g
ation
)
と
銅
す
る
航
路
は
ヨ
ー
ク
シ
ァ
の
産
業
都

路
を
連
絡
し
河
川
と
運
河
と
よ
-
成
る
水
路
系
統
で
あ

る
｡

エ
ア
河
の
金
長
は
七
四
哩
で
あ
っ
ttJ
､
乙
の
水
路

系
統
の
主
要
河
港
は
グ
ー
ル
で
あ
る
｡
二
つ
の
主
要
路

望

七
三



地

球

節
二
十

一
容

線
は
グ
ー

ル
と
リ

ー

ヅ
間
の
線
と
､
カ
ー
ス
ル
フ
ォ
ー
ド

(C
astlef
ord
)
と
ク
ェ
-
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
(W
ak
efi
etd
)
間

の
線
で
あ
る
｡

エ
ア

｡
コ
ル

ダ
航
路
は
研
究
の
僧
侶
を

有
す
る
｡

エ
ア
-
デ
ル

(Airedate)
｡

英
蘭

ヨ
ー
ク
,b
ァ
の
エ

ア
河
畔
の
上
流

低地
｡
モ
ル

ハ

ム
｡
コ
ー
ダ
(M
a
th
am

C
o
v
e
)
と
云
ふ
入
江
か
ら

リ
ー

ブ
ま
で
三
五
哩
の
延
長

を
有

し
て
ゐ
る
｡

エ
ァ
デ
ー
ル
‥
ア
リ
ア

(A
ired
al
e

T
errier)
と
云
は
れ
る
犬
は
79
と
rJ
の
低
地
に
於
で
養

育
n
机
で
ゐ
ね
が
故
は
種
の
名
柄
と
在
っ
て
ゐ
る
0
乙

の
猟
犬
は
鳥
等
の
獲
物
を
見
出
し
で
持
ち
締
る
ほ
特
別

の
技
畳
を
有
す
る
が
故
に
､
所
謂
-
ブ
リ
ー
ダ
ァ
(retTie･

v
c
r)
犬
と
し
て
よ
-
､
せ
ね
伴
犬
と
し
て
も
よ
い
｡
教

程

の
壁
種
が
あ
る
が
､
そ
の
う
ち
軟
毛
を
有
す
る
も
の

と
硬
宅
を
有
す
る
も
の
と
は
二
大
別
さ
れ
､
槻
宅
を
有

す
る
も
の
は
ス
コ
ッ
チ
･
テ
リ
ア
と
栴
す
る
犬
と
酷
似
し

て
ゐ
る
0

エ
-
ン
(A
is
ne)O
俳
蘭
閏
の
河
｡

ム
ズ
(罵
e
use)

腺

に
源
を
馨
し

､
西
は
流
れ

コ
ム
ビ
エ
ソ
ヌ

(C
om
p
i･

妨

1

雄

志

七

四

肯

n

e
)

附
近
ほ
於
で
オ
ア
ズ
(Oi

s

e
)
河
に
合
す
｡

ム
ズ

河
と

マ
ル

ン
(M
a
Tne
)

何
と
が
運
河
に
ょ
つ
て
連
絡
し

て
ゐ
る
が
故
は
エ
ー
ン
河
は
そ
の
塾
長

1
七
五
哩
の
牛

以
上
も
航
行
す
る
こ
と
が
出
凍
る
｡

エ
ー
ン
は
ま
乃
東
北
俳
蘭
酉
の
腺
の
名
で
あ
る
｡

ユ

ー
ン
腺
の
首
府
は
ロ
ー
ン

(L
aon
)
で
あ
-
､
ソ
ア
リ

ン

(S
oiss
ons)は
主
要
都
市
で
あ
る
｡

腺
の
人
口
五
十

三

常
飲

｡

エ
ー
ン
河
畔
の
戦
闘
｡

エ
ー
ン
河
畔
に
於
で
行
は
れ

ね
最
初
の
載
問
は

一
九

一
四
年
九
月
十
三
日
よ
-
Lll十

日
は
か
け
て
行
は
れ
た
｡
猫
乙
軍
は
九
月
六
日
よ
少
十

日
は
か
け
て
や
ル
ン
河
畔
は
於
で
敗
北
し
た
｡
後
退
し

て
凍
た
澗
乙
の
機
軍
を
同
盟
軍
側
は
金
城
せ
し
め
A
が

薦
め
は

エ
ー
ン
河
を
渡
ら
ん
と
欲
し
た
｡
放
錦
の
全
長

は
n
ム
ビ
ュ
ー
ン
ヌ
か
ら

レ
イ

ム
(R
ein
s
)
の
兼
ク
ユ

ー

ル
(T
a
h
u
r
e
)
に
至
-
宵
哩
に
及
ん
で
ゐ

る
｡
英
軍
は

サ
･
ゼ
｡
フ
レ
ン
チ

(S
ir.
∫

.
F
r
e
n
c
h
)
賂
軍
の
下
に
ソ

ア
ソ
ン
の
商
か
ら
グ
ォ
ク
セ
レ
(V
au
x
c6r/e)
に
至
る
間

を
攻
め
､
備
軍
は
フ
ォ
シ
ュ
(
Foch
)賂
軍
指
揮
下
の
僻
蘭



囲
第
九
畢
因
が
他
の
俳
軍
援
助
の
下
に
北
進
し

レ
イ
ム

附
近
ま
で
迫
っ
た
｡
.敵
の
砲
火
の
下
に
架
橋
作
業
を
な

し
成
功
し
ね
が
.
我
軍
は
各
地
は
放
て
勝
敗
が
双
方
は

あ
っ
た
-.
然
し
戦
闘
は
抄
し
か
ら
ず
蓬
は
繋
壕
敬
に
移

っ
た
｡
英
軍

は
馬
め
は
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス

(F
ta
nd
ers)
に

移
動
し
た
｡
乙
の
戦
闘
に
よ
っ
て
初
め

て
暫
壕
敬
在
る

も
の
が
創
始
r
uれ
､
大
我
中
は
西
部
戦
線
に
於
で
整
壕

我
が
輩
賓
上
檎

擬

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡

姉
二
回
の
放
閲
は

一
九

.I
七
年
四
月
十
六
円
よ
-
五

月
二
十
日
に
至
る
開
腹
績
し
た
｡
乙
の
戦
闘
は

一
九
一

八
年
が
来
る
ま
で
に
狐
の
西
部
戦

線
を
突
破
せ
ん
と
す

る
企
で
あ
っ
た
｡
俳
蘭
酉
政
府
は
戦
況
抄
し
-
夜

5,
の

で
絶
指
揮
官
の
P,rh
ヨ
ッ
フ
ル
(J
o
ffTe
)
を
し
て

ニ
ブ
ェ
ル

(N
iv
e山ie
)と
交
替
せ
し
め
た
｡
政
府
は
最
終
的
に
大
攻

勢
に
碑
じ
狗
軍
の
戦
線
を
突
破
し
堕
壕
我
を
終
結
せ
し

め
､
移
動
我
を
作
っ
て
敵
の
側
面
を
突
き
以
て
戟
軍
終

結
を
早
め
凡
と
欲
し
た
｡

ユ
ダ
ェ
ル
は
政
府
の
意
園
を

受
け
て
大
軍
を
以
て
ソ
ア
リ
ン
と

レ
イ
ム
と
の
間
の
エ

ー
ン
河
畔
を
攻
め
た
｡

他
界
職
後
の
地
名
考

英
軍
は
rJ
の
攻
勢
よ
-
敵
の
抹
意
を
そ
ら
す
為
め
Fに

ア
ラ
ス

(A
rra
s)
は
於
で
敵
を
攻
撃
し
た
｡
攻
勢
を
と

っ
た
敢
初
の

日
は
沸
軍
は
･L
や
グ
ォ
ン
ヌ

(Ch
avon
ne
)

に
於
で

エ
ー
ン
河
を
渡
っ
た
が
撃
過
さ
れ
た
｡
然
し
シ

エ
マ
ン
｡ヅ
｡ダ
ー

ム
(C
h
e
mi
n

de
s
D
a
m
es)に
沿
う

て
西
進
し
ベ
ル
メ
リ
ク
ー
ル

(B
erm
6

r
icou
r
t)及
び
ク

ル
シ

(C
ourcy
)
を
奪

取
し
敵
の
捕
虜

l
常
を
得
て
燭

乙
の
壁
壕
線
を

一
哩
の
奥
に
ま
で
突
破
し
た
｡
毎
日
非

常
在
る
決
心
を
以
て
攻
撃
を
新
に
し
た
が
､
敵
の
放
線

を
軍
規
工
作
む
以
て
突
破
せ
ん
と
す
る

ニ
ブ
ェ
ル
の
計

基
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
列
明
し
､
俳
囲
政

府
は
ニ

ゲ
ェ
ル
に
攻
勢
放
棄
を
命
じ
た
｡

備
罫
の
損
失
は
移
し

-
加

ふ
る
ほ
華
中
に
賓
大
在
る
頻
乱
ru
へ
起
っ
た
｡
為

め
に

ニ
ゲ
ェ
ル
は
指
揮
官
の
位
置
を
失
っ
た
Q

乙
の
戦

役
に
於
け
る
猫
軍
の
損
失
は
捕
虜
三
常
'
大
砲
二
宮
二

十
七
門
で
あ
っ
た
と
云
ふ
｡

第
三
回
の
エ
ー
ン
の
戦
闘
は

f
九

一
八
年
五
月
二
十

七
日
よ
-
六
月
十
八
日
に
行
ほ
れ
た
O
今
回
の
戦
闘
は

一
九

一
八
に
入
っ
て
西
部
戦
線
は
於
て
狗
軍
が
攻
撃

に

恵

七
五



地

球

筋
二
十

一
谷

田
た
第
三
何
日
で
あ
る
.
三
月
及
び
四
月
に
用
い
た
同

じ
方
法
に
よ
っ
て
燭
罫
は
シ
エ
マ
ン
･
ヅ
･
ダ
ー

ム
か
ら

俳
罫
の
凹
個
師
囲
む
駆
逐
し
､
同
盟
軍
の
中
央
.を
実
株

し

て
ユ
ー
ン
河
ま
で
達
し
ね
｡
五
月
二
十
九
日
に
は
猫

軍
は
ソ
ア
ソ
ン
を
服
薬
し
三
十
日
ほ
は
マ
ル

ン
ま
で
達

し
ね
｡
然
る
に
狗
罫
は
弧
行
軍
で
あ
っ
た
が

薦
め
に
疲

弊
の
極
に
達
し
で
居
っ
た
の
で
同
盟
軍
の
迎
撃
効
を
奏

し
遂
に
エ
ー
ン
の
戦
役
を
終
結
せ
し
め
た
｡
猟
罫
は
賓

に
巴
旦
よ
-,>
四
十
雌
の
地
瓢
ま

で
進

ん
で
ゐ
ね
の
で

あ
る
｡

ア
イ
ヴ
ァ
リ
ク
(
A

i

v
atik
)
｡

又
は
ア
イ
ク
ァ
-
♂
(
A

i
l

w

a
ly
k
)
.
小
亜
師

範
の
西
海
岸
に
あ
る
海
港
｡
ア
ド

ラ

ミ
チ
･
(
A

d
ram
y
ti)轡
に
宿
し
ス
ミ
ル
ナ
(
S

m
yrna
)
の

北
六
十
六

哩
に
あ
っ
て
､
古
代
の
ヘ
ラ

ク
レ
イ
ア
｡
ポ

ン
チ
カ
(H
era
cteia
P
on
fica
)
が
あ
っ
た
附
近
は
あ
-

希
腰
人
は
rJ
れ
を
キ
ド

ニ
ア
(K
y
d
o
nia)と
呼
ん
で
ゐ

る
｡

一
〇
二

一
年
の
菅
に
士
其
古
人
は
よ
っ
て
焼
か
れ

た
こ
と
が
あ
る
｡
輸
出
晶
は
楯
潰
油
｡叡
漁
･木
材
及
び

マル
メ
ロ

獣
皮
で
あ
る
｡
ア
ク
ア
-
ク
と
云
ふ
語
の
意
は

粗

砕

と

筋

一
班

寅

七
大

い
ふ
義
で
あ
る
｡
人
口
二
薗

1
千
｡
大
部
分
は
希
臓
人

で
あ
る
0

苫
-
ス
(A
ix
)
｡

価
蘭
西
の
都
骨
で
あ
っ
て
､
ブ

-

･V

･
r'"
a
-

ン
(B
ou
c
h
e
s
･d
u･
R
h
8
n
e
)
堀
に
あ
る
｡

マ
ル

セ
ー
ル
(M
a
TSeittes
)
の
北
に
あ
わ
蛾
道
に
ょ
つ

ィ二

八
哩
で
あ
る
｡
育
代
に

ア
ク
エ
｡
セ
ク
ス
チ
ェ(A
q守

aeS
extiae
)
と
云
以
雅
馬
の
紙
背
セ
ク
ス
サ
ゥ
ス
･
カ
ル

ゾィ
ヌ

ス(S
e

x
tiu
s
C
aiv
in
u
s)が
創
設
し
た
の
で
セ
ク

ス
チ
ゥ
ス
の
温
泉

と

い
ふ
意
で
あ
っ
た
｡

甑
泉
の
周
問

に
人
家
が
建
築
n
れ
都
骨
と
在
っ
た
の
で
あ
る
｡
大
滑

正
の
居
住
地
で
あ
っ
て
十

一
世
紀
の
伽
藍
が
あ
み
'
大

草
は

-1
四
〇
九
年
は
創
設
ruれ
今
日
は
マ
ル
セ
ー
ル
秒

大
撃
畠

<=
同
し
て
線
<
=大
撃
を
作
っ
て
ゐ
る
｡
市
内
に

は
大
在
る
固
事
館
が
あ
-
､
工
事
畢
校
が
あ
わ
'
博
物

館

｡
法
廷
及
び
帯
食
講
尊
堂
が
あ
る
｡
も
と
乙
の
市
は

プ
ロ
ブ
ァ
ン
ス

(P
rov
en
ce
)
の
首
府
で
あ
っ
た
｡
人
口

三
寓
に
近

い
｡

エ
!
ス
･う
･
シ
ャ
ベ
ル
(A
ix･
L
a
･C
h
a
p
ette
)
0

.

狗
乙

の
和
食

｡
ラ
イ

ン
州
に
あ
わ
'

猫

名
ア

I
へ

ン
(
A
a
c

･



h
e
n
)
｡

和
蘭
･
白
耳
義
の
囲
痘
近
-
は
あ

-
､
コ
ロ

ー
ン

(C
o
tog
n
e
)の
西
に
皆
か
､
鉄
道
に
よ
っ
て
n
ロ
ー

ン
よ

か
四
五
哩
?
fJ
の
市
の
二
大
建
造
物
は
伽
藍
と
議
事
堂

(R
ath
a
us)で
あ
る
｡

伽
藍

は
七
九
六
-

八
〇
四
年

シ
ヤ
ー
γ
マ
ン
(C
h
ar
l
e
-

m
a
g
n
e
)
大
帝
に
ょ
つ
で
薦
建
物
跡
に
建

立
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て

其
後
オ
ッ
･-
(O
tto
)三
世
に
ょ
っ
て
九
八

三
年
に
埼
築

ruれ
ね
｡
シ
ャ
ー
ル
マ
ン
大

帝
は
乙
の
伽

藍
は
葬
ら
れ
て
ゐ
る
｡

育
代
の
建
物
は
幾
分
今
日
猶
威

春
し
て
ゐ
る
が
,
聖
歌
合
唱
室
及
び
多
-
の
洞
堂
は
十

四
五
世
紀
の
も
の
で
あ
る
｡

シ
ャ
ー
ル
マ
ン
大
骨

の
遺

骨
は
他
の
遺
物
と
共
に
伽
藍
の
賢
雄
は
収
蔵
さ
れ
て
居

る
｡
ラ
ー
ト
･
ハ
ウ
ス
即
ち
市
骨
議
事
堂
は
大
帝
の
宮

殿
跡
に
鍵
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
､
十
四
世
紀
の
建

造
で
あ
る
｡
嘗
村
術
に
は
グ
ラ
ス
'1
ク
ス
(G
r
ashaus)

が
あ
カ
.
今
日
は
古
記
錬
保
存
所
に
用
以
ら
れ
て
居

-

薯
市
街
の
門
が
二
つ
建
っ
て
居
る
.
そ
の
他
多
-
の
菅

の
散
骨
が
増
春
し
て
ゐ
る
｡
薯
市
村
の
周
囲
に
は
魚
市

場
･
悶
市
場
の
駅
場
｡伽
藍
前
の
焼
場
が
あ
-
新
絹
術
と

世
非
職
後
の
地
名
考

郊
外
と
が
あ
る
｡
東
に
は
硫
黄
泉
及
び
鎖
鋸
泉
が
あ
-,i

附
近
に
は
有
名
な
ク
ー
ル
ハ
ク
ス
(K
u
rh
au
s)
及
び
ク

ー
ル
ザ
ー
ル
(K
u
rsa
al
)

が
あ
る
｡
ス
エ
ル
屯
ン
ト
博
物

鶴

(S
u
e
rm
on
d
t
M

u
s
e

um
)に
は
柵
墓
の
薯
重
な
る
蒐

基
が
あ
る
｡

rJ
の
地
は
菅
裸
馬
人
に
知
ら
れ
'･
雁
路
人
は
こ
れ
を

ア
ク
イ
ス
グ
1才
ナ

ム

(A
qu
isg
ra
n
u
m
)
と
呼
ん
で
居
ら
･

餓
泉
が
湧
出
す
る
を
以
て
蓬
に
都
骨
と
な
っ
た
｡

シ
ャ

ー
ル
マ
ン
大
帝
は
乙
の
地
を
好
ん
で
住
居
し
､
碓
氷
七

百
年
間
燭
乙
の
鼻
骨
の
戴
冠
式

の
行
は
れ
る
場
所
と
在

っ
た
〇

一
八
0

1i
年
に
は
備
領
と
な
-
､

l;
入

山
五
年

に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
は
典

へ
ら
れ
ね
｡

rJ
の
甲
の
今
日
の
繁
輿
は
戯
大
在
る
石
炭
礁
堀
の
開

始
に
ょ
～,hy
も
琴
b
さ
れ
'
園
接
蛾
道
に
よ
っ
て

コ
ロ

ー
ソ
'

ブ
ラ
ッ
セ
ル
ス

(B
Tu
SSet

S

)

､

ア
ン
ト
ワ
ー
プ

(An
tw
erp
)及
び

リ
エ
ー
P,,h
(Li
か
g
e
)
と
連
絡
せ
る
交
通

は

よ
っ
て
7g
ま
ね
そ
の
繁
発
を
授
け
ら
れ
て
ゐ
る
.
柿

の
製
造
物
は
布
類

･
織
物
瓶
･諸
種
の
鉄
製
品
･侶
聾
薬

品
及
び
奔
酒
で
あ
る
｡
苗
は
購
大
し
て
郊
外
に
あ
る
ブ

宅

七
ヒ



地

球

解
二
十

1
怨

ル

ト
シ
ャ
イ
ド
(B
u
rtsh
eid
)
を

7
八
九
七
年
に
併
合
し

た
｡
乙
～
ほ
は
醤
癖
は
効
蘭
の
あ
る
鶴
見
が
あ
る
｡
エ

甘偽

ー
ス
･
ラ
･
シ
ャ
ぺ
.γ
の
<
口
は
十
五
番
六
千
飴
｡

種
々
の
確
約
が
r,
の
地
絡

で
協
定
さ
れ
た
｡
第

山

に
沸
蘭
西
と
酉
班
牙
と
の
間
に
起
っ
た
無
期
間
の
引
漉

し
敬
弔

(W
a
r
of
D
ev
olutio
n
)

の
給
紙
と
L
t二

六

六
八
年
に
確
約
が
協
定
さ
れ
た
｡

第
二
は

'1
七
四
八
年

の
協
定
で
あ
っ
て
､
乙
の
協
定
に
は

一
七
五
〇
年
に
逐

加
が
あ
る
｡

オ
ー
ス
ト
-
ア
の
王
位
騰
萩
城
(W
a
r
o
f

T
h
e
A
u
stri
a
n
S
u
cc
e

ssion
)
が
行
は
れ
1

7
万
は
共

闘

･
喚
問
･和
蘭
の
聯

各

峯
と

1
万
は
沸
囲
･
プ
ル
シ
ア

及
び
西
部
牙
の
聯
合
筆

と
の
開
け
放
軍
が
行
は
れ

て
ゐ

た
が
乙

の
協
約
に
よ
っ
て
哉
軍
は
終
結
と
在
っ
た
｡
第

三
は

一
八

一
八
年
の
協
定
で
あ
っ
て
､
英
囲
｡襖
囲
･露

聞
及
び
プ
ル

シ
ャ
と
の
間
に
締
結
さ
れ
､
そ
の
結
果
悌

蘭
西
が
撤
退

す
る
乙
と
は
な
っ
た
.

芯
-
ス
･レ
･バ

!
ン
(A
ix
･L
es･B
ain
s)
｡

傭
髄
鞘
サ

グ
ォア
(S
av
oie)糎
に
あ
る
東
南
備
蘭
酉
の
郵
骨

｡
温
泉

場
と
し
て
有
名
で
あ
わ
､

シ
ャ
ム
ペ
グ
(C
h
am
b
6

ry
)
の

餅

1
批

宍

七

八

北
に
替
わ
'鹿
追
ほ
て
八
哩
の
距
離
に
あ
る
｡
Jrl
リ
｡
チ

エ
リ
ン
(P
a
ris･T
uri
n
)
政
道
沿
線
は
あ
-
海
抜
八
二
三

択
の
高
ruに
あ
ら
温
泉
な
る
が
故

に
リ
ユ
マ
チ
及
び
滞

風
に
効
が
あ
わ
.
弧
絡
及
び
飲
料
に
用
以
ら
れ
て
ゐ
る
｡

雁
露
人
の
寺
院

･
渉
場
及
び
凱
旋
門
の
遺
物
は
術
頻
っ

て
ゐ
る
0

ア
ジ
ヤ
草
オ
(A
ja
ccio)｡

コ
ル

シ
カ
(C
o
r
sica
)

の
都
骨

で
首
府
｡
ア
',,h
ヤ
チ
オ
轡
の

北
海
樺

は
あ

-,ht
政
道
は

カ
ル
グ
ィ
(C
atvi)と
バ
ス
チ
ァ(B
astia
)と
は
連
絡
し
.
汽

船

は
マ

γ
セ
-

〝
と

ニ
ー
ス
(N
i
ce)
と
は
連
絡
し
て
ゐ

る
｡
七
世
配

以

凍

何
:1北E
の
居
住
地
で
あ
っ
て
伽
藍
が
あ

り
､
大
豊
が
あ
わ
'
聞
藩
館

･
博
物
館
が
あ
る
.
ナ

ポ

レ
オ
ン
7
位
が
獲
れ
ね
豪
が
あ
る
.
大
な
る
港
は
要
塞

で
圃
擁
n

れ

て

ゐ
る
0

近
年
に
無
電
局
が
設
け
ら
れ

た
｡
気
候
温
和
で
暴
束
情
澄
在
る
が
痛
め
に
欺
洲
人
は

連
窓
の
蔑
め
ほ
滞
在
す
る
79
の
が
多

い
｡
人
口
九
寓
に

近

い
G


